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県県県境境境産産産廃廃廃不不不法法法投投投棄棄棄現現現場場場市市市民民民見見見学学学会会会ををを開開開催催催しししままましししたたた。。。   

 １０月２２日に県境産廃不法投棄現場の見学会を二戸市主催で開催しました。見学会には 

１５名の方が参加され、青森県側の浸出水処理施設と岩手・青森両県の不法投棄現場の状況な

どを視察しました。 

 岩手県側の現場では、今年度から開始した汚染土壌浄化対策の掘削現場や、ホットソイルで

の浄化の様子、Ｂ地区における廃棄物の掘削現場の状況などを視察しました。 
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月１４日より、新たに一関市東山町にある三
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、運搬業務につきましてはこれまでと同様に

棄物の飛散防止や悪臭の発生防止を徹底し
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Ｂ地区の廃棄物撤去作業を進めております
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岩手県側の推定総量

256,800トンのうち、60％
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ｔ）を撤去しました。 

 

が、一部の箇所において廃棄物による土壌汚

ては、場内での浄化及び外部搬出により処理

写真解説：運搬車両 

 


